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あけましておめでとうございます。新しく挑戦していきましょう 。
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愛
媛
県
神
道
青
年
会

会
　
長
　
曽
我
部
洋
輔

　

先
ず
以
っ
て
、
新
春
を
寿
ぎ
謹
ん
で
聖
寿
の
万

歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
県
内
各
社
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

学
生
の
頃
に
は
一
年
は
長
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
齢
を
重
ね
る
毎
に
一
年
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
い
き
、
光
陰
矢
の
如
し
、
と
は
こ
の
こ

と
な
の
か
と
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
か

な
く
て
は
と
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

令
和
七
年
は
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
、
大

阪
万
博
の
開
催
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
搭
載
等
の
技
術
的
革
新
、
政
界
で

は
日
本
初
の
女
性
総
理
大
臣
の
誕
生
、
自
民
党
連

立
政
権
解
消
、
維
新
の
会
と
の
新
た
な
連
立
政
権

樹
立
等
こ
れ
ま
で
に
無
か
っ
た
も
の
が
生
ま
れ
、

長
期
間
続
い
て
い
た
も
の
が
無
く
な
り
、
新
た
な

も
の
が
誕
生
す
る
と
い
っ
た
変
革
が
多
く
、
巳
年

を
象
徴
す
る
変
化
の
多
い
一
年
で
し
た
。
本
年
午

年
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
動
き
の
多
い
年
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
変
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
力
を

良
い
方
向
へ
動
か
す
年
と
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

本
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
通
常
事
業
の
中

で
大
東
亜
戦
争
終
戦
八
十
周
年
の
年
に
沖
縄
平
和

祈
念
公
園
愛
媛
の
塔
に
て
戦
没
者
慰
霊
祭
を
斎
行

で
き
、
英
霊
達
の
御
霊
を
お
慰
め
で
き
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
来
年
令
和
九
年
に
は
愛
媛
県

神
道
青
年
会
再
発
足
五
十
五
周
年
の
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
本
年
は
通
常
事
業
と
共
に
周
年

実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
周
年
事
業
を
考
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
役
員
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
負

担
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
何
卒
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

四
国
地
区
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
創
立
三
十

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
愛
媛
県
か
ら
も
大
勢

ご
参
加
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
記
念
事
業
が
四
月
と
夏
頃
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　

と
あ
る
先
輩
の
言
葉
に
、「
自
分
の
本
業
は
何

な
の
だ
ろ
う
と
今
更
判
り
き
っ
て
い
る
こ
と
な
の

に
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。
本
務
本
業
は「
先
神
事
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
聖
職
神
職
で
あ
る
。
昨
今

の
自
分
は
全
く
の
事
務
屋
に
な
り
き
っ
て
い
て
神

職
で
は
な
い
様
な
気
が
し
て
恥
ず
か
し
い
思
い
に

包
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。」と
あ
り
ま
す
。
今
の
自
分

が
ま
さ
に
こ
の
状
況
で
す
。
一
日
中
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
い
カ
タ
カ
タ
と
音
を
立
て
る
事
務
屋
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
事
務
屋
か
ら
抜
け
出
し
、
神

職
と
は
何
か
、
を
今
一
度
考
え
、「
で
き
る
こ
と
」

を
続
け
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、「
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
」が
多
い
一
年
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

本
年
も
ど
う
か
青
年
会
の
活
動
を
見
守
り
い
た

だ
き
、
皆
様
方
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

新
年
の
御
挨
拶



またとない経験となりました。是非現地に赴いてください。
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【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

会
長

西
条
市　

石
鎚
神
社

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

会
長

松
山
市　

伊
佐
爾
波
神
社

禰　

宜　

野
口　

貴
令

　

去
る
六
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
の
三
日
間
の
行

程
に
て
大
東
亜
戦
争
終
戦
八
十
周
年
愛
媛
県
人
戦

没
者
慰
霊
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

六
月
十
七
日
、
飛
行
機
に
て
松
山
空
港
よ
り
沖

縄
空
港
へ
移
動
、
レ
ン
タ
カ
ー
に
て
沖
縄
県
護
国

神
社
を
訪
れ
正
式
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
後
慰
霊
祭
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
祭
具
を
お

借
り
し
て
平
和
祈
念
公
園
に
移
動
、
斎
場
を
確
認

し
て
初
日
は
終
了
。

　

十
八
日
、
雲
一
つ
無
い
快
晴
の
中
、
朝
九
時
に

平
和
祈
念
公
園
愛
媛
の
塔
に
到
着
、
平
和
祈
念
財

団
よ
り
お
借
り
し
た
テ
ン
ト
、
椅
子
を
は
じ
め
斎

場
を
熱
中
症
対
策
の
為
水
分
補
給
と
休
憩
を
挟
み

な
が
ら
準
備
、
斎
場
舗
設
後
習
礼
を
行
い
全
体
の

流
れ
を
確
認
、
昼
食
を
摂
り
、
再
度
斎
場
と
流
れ

を
確
認
し
て
着
装
、
愛
媛
県
神
社
庁
長
を
は
じ
め

役
員
、
職
員
の
皆
様
が
到
着
後
祭
典
を
斎
行
し
ま

し
た
。
こ
の
頃
に
は
雲
が
出
て
き
て
少
し
涼
し
い

中
で
の
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
典
は
滞
る
こ
と
な
く
執
り
行
わ
れ
、
英
霊
た

ち
の
御
霊
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
御
霊

の
ご
平
安
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
九
日
は
旧
日
本
海
軍
に
よ
っ
て
掘
ら
れ
た
ほ

ぼ
当
時
の
ま
ま
の
壕
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
旧
海

軍
司
令
部
壕
を
見
学
、
約
三
千
人
の
将
兵
が
五
カ

月
か
け
、
手
掘
り
に
て
掘
ら
れ
た
深
さ
二
十
メ
ー

大
東
亜
戦
争
終
戦
八
十
周
年
愛
媛
県
人
戦
没
者
慰
霊
祭

ト
ル
長
さ
四
百
五
十

メ
ー
ト
ル
の
壕
に
は

手
榴
弾
の
弾
痕
、
司

令
長
官
が
壁
に
書
き

残
し
た
文
字
な
ど
が

残
さ
れ
て
お
り
、
遺

留
品
も
展
示
さ
れ
て

い
て
、
戦
争
の
厳
し

さ
と
平
和
の
あ
り
が

た
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　

終
戦
よ
り
八
十
年
が
経
過
し
、
戦
争
を
経
験
し

た
方
々
、
戦
後
の
厳
し
い
時
代
を
過
ご
し
た
方
々
も

少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
今
の
時
代
に
、
あ
り
の
ま
ま

を
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
日
本
を
守
る
為
に
命
を
捧
げ
た
方
々
が
い
る

事
実
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
豊
か

な
日
本
が
あ
る
そ
の
礎
に
な
ら
れ
た
方
々
を
時
々
で

い
い
の
で
想
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。



これからも次世代へ繋いでいけるように頑張っていきましょう。
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移
動
、
準
備
を
含
め
三
日
間
沖
縄
に
行
か
せ
て

い
た
だ
き
、
同
行
し
て
く
れ
た
青
年
会
の
皆
様
、

田
窪
先
輩
、
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
愛
媛
県
神
社

庁
役
員
、
職
員
の
皆
様
、
祭
具
を
お
貸
し
い
た
だ

き
ま
し
た
沖
縄
県
護
国
神
社
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

- 1 -

日
本
南
乃

最
果
厳
志
伎

暑
左
尓

身
乎

焦
賀
須

沖
縄
県
糸
満
市
摩
文

仁
乃

平
和
祈
念
公
園
愛
媛
之
塔
乃

御
前
乎

祓
清
米

注
連
縄
引

廻
須

斎
庭
尓

坐
世

奉
留

大
東
亜
乃

大
戦
争
尓

醜
乃

御
盾
登

愛
媛
県
良

里

戦
場
尓

赴
伎

華
登

散
里
志

二
〇
七
七
柱
乃

命
等
又
天
翔
里

国
翔
里

愛
媛
之
塔
尓

招
儀

奉
留

命
等
乃

御
前
尓

愛
媛
県
神
道
青
年
会
会

長
曽
我
部
洋
輔
慎
美

敬
比

恐
美

恐
美
母

白
左
久

昭
和
御
代
十
二
年

良
里

始
里
志

大
東
亜
戦
争
波

日
乎

追
布

毎
尓

海
与
里

敵
艦
乃

大
砲
空
与

里

敵
機
乃

機
銃
賀

雨
乃

如
久

降
里

注
疑

戦
火
日
本
尓

近
受
伎

戦
乃

状

厳
志
久

成
里

行
久

随
尓

祖
国
乃

為
家
族
乃

為
尓
登

命
乎

捧
宜

国
乃

礎
登

成
志

命
等
乎

幾
星
霜
乎

重
祢
氐
母

忘
礼
留
倍
伎
尓

非
受

年
月
波

経
過
令
和
御
代
八
年
戦
終
氐
与
里

八
十
年
乎

迎
礼
婆

殊
更

尓

御
霊
尓

感
謝
乃

御
心
捧
奉
里

慰
奉
良
牟
登

大
前
尓

愛
媛
県
与
里

持

来
多
留

郷
土
乃

御
食
御
酒
山
野
乃

味
物
乎

捧
奉
里

愛
媛
県
神
道

青
年
会
役
員
先
輩
愛
媛
県
神
社
庁
庁
長
三
輪
田
泰
生
乎

始

米

愛
媛
県
神
社
庁
乃

重
伎

役
所
乃

神
職
等
登

仕
奉
人
等
又
神
道

政
治
連
盟
愛
媛
県
本
部
本
部
長
長
曽
我
部
昭
一
郎
賀

御
前

尓

参
集
比

命
等
乃

御
功
績
乎

称
奉
里

忝
美

奉
良
牟
登

伏
志

拝
美

奉
留

状

乎

御
心
穏
尓

聞
食
志

給
比

今
良
里

先
母

命
等
乃

御
霊
波

御
国
乃

礎
登

鎮
里

坐
志
氐

日
本
乎

朝
凪
乃

海
乃

如
久

波
立
多
奴

穏
奈
留

国
閉
登

守
導
伎

給
比

御
遺
族
波

申
須
母

更
奈
里

国
民
乃

上
尓

至
麻
伝

厳
乃

御
霊
幸
閉

給

閉
登

恐
美

恐
美
母

白
須

大
東
亜
戦
争
終
戦
八
十
周
年

　
　
　
　
愛
媛
県
人
戦
没
者
慰
霊
祭
　
祭
詞



大変貴重な経験となりました。
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【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

西
条
市　

風
伯
神
社

宮　

司　

花
谷　
　

空

　

去
る
令
和
七
年
十
月
十
日
、
松
山
市
に
鎮
座
す

る
愛
媛
縣
護
國
神
社
に
お
い
て「
臨
時
大
祭
・
秋

季
慰
霊
大
祭
」が
斎
行
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
理
事

で
あ
る
私 

花
谷
と
佐
藤
肇
国
会
員
の
二
名
が
辛

櫃
白
丁
と
し
て
奉
仕
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
八
時
三
十
分
に
斎
館
へ
参
集
し
、

額
田
宮
司
へ
の
挨
拶
、
祭
典
の
次
第
説
明
を
受
け

た
後
、
白
衣
に
改
服
し
ま
し
た
。
午
前
十
時
、
祭

員
の
先
導
の
も
と

参
進
が
始
ま
り
、

白
丁
二
名
は
辛
櫃

に
納
め
ら
れ
た
幣

帛
料
を
奉
じ
て
拝

殿
前
へ
と
進
み
ま

し
た
。
修
祓
を
受

け
た
後
、
拝
殿
・

幣
殿
へ
昇
殿
し
、

所
定
の
位
置
に
辛

櫃
を
安
置
し
て
奉

仕
を
終
え
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
多
く
の
参
列
者
が
訪
れ
、
杖
を
つ
き

な
が
ら
、
あ
る
い
は
車
イ
ス
を
押
さ
れ
な
が
ら
参

道
を
進
む
ご
遺
族

の
お
姿
が
静
か
な

空
気
の
中
に
深
く

印
象
に
残
り
ま
し

た
。
先
の
大
戦
か

ら
八
十
年
余
り
が

過
ぎ
た
今
な
お
、

戦
没
者
を
偲
ぶ
思

い
が
強
く
受
け
継

が
れ
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
さ

せ
る
光
景
で
し
た
。

　

直
会
で
は
、
崇
敬
会
会
長
の
竹
内
誠
治
氏
よ
り

「
戦
後
生
ま
れ
が
国
民
の
大
半
を
占
め
、
遺
族
会

の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
追
悼
の
心
を
ど
の
よ
う

に
次
代
へ
つ
な
い
で
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
」と

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
世
代
が
多
く
を
占

め
る
現
代
に
お
い
て
、
慰
霊
祭
に
若
い
世
代
の
姿

が
少
な
い
現
状
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
重
い
問

い
か
け
で
す
。

　

慰
霊
と
は
、
過
去
を
哀
悼
す
る
行
為
に
と
ど
ま

ら
ず
、
私
た
ち
が
今
を
ど
う
生
き
、
ど
の
よ
う
に

未
来
へ
責
任
を
果
た
し
て
い
く
か
を
見
つ
め
直
す

営
み
で
も
あ
り
ま
す
。
先
人
の
尊
い
犠
牲
と
、
今

日
の
平
和
の
礎
に
思
い
を
致
し
つ
つ
、
次
代
に
正

し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

務
め
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
奉
仕
を
通
じ
て
、
英
霊
へ
の
感
謝
と
平

和
へ
の
祈
り
を
胸
に
、
地
域
と
国
の
安
寧
を
願
う

心
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
神
職
と
し

て
、
ま
た
地
域
に
生
き
る
一
人
と
し
て
、
追
悼
の

精
神
を
絶
や
さ
ず
、
次
世
代
へ
の
橋
渡
し
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

愛
媛
縣
護
國
神
社

「
臨
時
大
祭・秋
季
慰
霊
大
祭
」奉
仕



他県の会員と親睦を深めることができました。
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【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

副
会
長

西
条
市　

石
岡
神
社

禰　

宜　

越
智　

仁
美

　

去
る
九
月
四
日（
木
）、
大
型
台
風
が
接
近
す
る

厳
し
い
天
候
の
中
、
神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

は
記
念
す
べ
き
一
日
を
迎
え
ま
し
た
。
十
三
時

十
五
分
よ
り
、
第
三
十
一
回
定
例
総
会
が
執
り
行

わ
れ
、
前
年
度
の
事
業
報
告
や
会
計
報
告
、
新
年

度
の
活
動
計
画
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議

案
が
滞
り
な
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
三
時
か
ら
は
、
会
の
設
立
三
十
周
年
を
祝

う
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的

な
節
目
に
は
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
会
長
を
は

じ
め
、
総
勢
二
十
五
名
も
の
ご
来
賓
が
ご
臨
席
さ

れ
、
式
典
に
一
層
の
厳
か
さ
を
加
え
ま
し
た
。
長

き
に
わ
た
り
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
歴
代
会
長

へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
特
に
第
十
代
以
降
の
四
名

の
会
長
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
県
か
ら
は
、

第
十
三
代
会
長
を
務
め
ら
れ
た
田
窪
大
朗
様
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
、そ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
記
念
講
演
と
し
て
、
高
知
県
立
歴

史
民
俗
資
料
館
の
学
芸
員
で
あ
る
梅
野
光
興
氏
を

お
招
き
し
、「
い
ざ
な
ぎ
流
と
土
佐
の
神
祭
り
」と

い
う
テ
ー
マ
で
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
梅

野
氏
に
よ
れ
ば
、「
い
ざ
な
ぎ
流
」は
高
知
県
香
美

郡
物
部
村
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
山
村
に
伝
わ
る
独

特
の
祭
儀
・
祈
祷
法
で
、「
太
夫（
た
ゆ
う
）」と
呼

ば
れ
る
伝
承
者
が
地
域
の
神
祭
り
な
ど
を
担
っ
て

き
た
と
の
こ
と
。
陰
陽
道
、
修
験
道
、
密
教
、
巫

女
信
仰
、
神
道
な
ど
、
多
様
な
信
仰
が
混
交
し
て

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
神
前
に
捧
げ
る
御
幣

一
つ
と
っ
て
も
、
太
夫
に
よ
っ
て
形
が
様
々
で
あ

る
と
い
う
解
説
は
、
そ
の
奥
深
さ
を
示
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
い
ざ
な
ぎ
流
の
神
楽
は
一
般
的
な
民
族

芸
能
と
し
て
の
舞
と
は
異
な
り
、
太
夫
た
ち
が
円

座
に
な
っ
て
神
楽
調
子
で
唱
文
を
唱
え
る
形
式
で

あ
る
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
楽
に
お
い

て
、
お
米
は
単
な
る
道
具
で
は
な
く「
必
須
ア
イ

テ
ム
」で
あ
り
、
神
が
か
り
の
儀
式
で
は
お
米
を

盛
っ
た
へ
ぎ
、
数
珠
、
祓
い
幣
を
左
手
に
、
錫
杖

を
右
手
に
持
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
具
体
的
な
説

明
は
、
そ
の
神
秘
性
を
強
く
印
象
付
け
ま
し
た
。

地
域
ご
と
の
特
性
を
活
か
し
た
儀
式
や
、
多
種
多

様
な
祭
具
、
唱
文
に
触
れ
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
の
信
仰
文
化
の
豊
か
さ
と

深
さ
を
改
め
て
認
識
し
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

記
念
講
演
の
後
に
は
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
清
興

と
し
て「
津
野
山
古
式
神
楽
」が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
迫
力
あ
る
舞
と
音
色
に
会
場
は
魅
了
さ

れ
、
幸
い
に
も
神
楽
の
方
々
と
同
じ
席
で
直
接
お

話
を
聞
く
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
普
段
な
か

な
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
楽
の
背
景
や
伝
承

に
つ
い
て
伺
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
各
々
が
親
睦
を

深
め
、
会
の
設
立
三
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

に
ふ
さ
わ
し
い
、
心
温
ま
る
素
晴
ら
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
　第
三
十
一
回
定
例
総
会
並
び
に

設
立
三
十
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
・
祝
賀
会



今年も掲げていただきますようよろしくお願いします。

第85号（ ）7 愛媛県神道青年会　　会報　「若竹」 令和８年１月 1 日発行

　

去
る
令
和
七
年
九
月
十
日（
水
）愛
媛
県
神
社
庁

に
於
い
て
、
令
和
八
年
参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
発

送
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
ご
協
力
賜

り
ま
し
た
皆
様
の
お
か
げ
も
あ
り
、
予
定
し
て
い

た
工
程
を
一
日
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー
発
送
作
業
中
は
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
雑
談
を
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
時

も
あ
れ
ば
、
集
中
を
し
て
無
言
で
黙
々
と
作
業
を

進
め
る
時
も
あ
り
、
作
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。
私
自
身
が
初
め
て
ポ
ス
タ
ー
の
発
送
作

業
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
ん

な
膨
大
な
量
を
一
日
で
纏
め
終
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
不
安
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
野
口
監

事
、
玉
井
監
事
を
は
じ
め
経
験
の
あ
る
先
輩
方
の

丁
寧
な
ご
指
導
と
段
取
り
の
お
か
げ
で
、
無
事
一

日
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ポ
ス
タ
ー
も
、
昨
年
同
様
に
厄
年
表
・

年
祝
い
・
七
五
三
・
戌
の
日
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
御
社
頭
や
氏
子
区
域
等
幅
広
く
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
て
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
が
一
人
で
も
多
く

の
方
の
目
に
留
ま
り
、
御
祈
願
を
お
申
し
込
み
さ

れ
る
際
の
参
考
に
な
り
、
参
拝
啓
発
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
お
忙
し
い
時
期
と
は

存
じ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

松
山
市　

多
賀
神
社

禰　

宜　

中
西　

由
大

参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　

 

発
送
事
業

参
拝
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　

 

発
送
事
業



秋田の地でも交流を深めてきました。
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令
和
七
年
十
月
十
日
、
秋
田
県
神
道
青
年
協
議

会
の
創
立
七
十
周
年
記
念
祝
賀
会
に
出
席
い
た
し

ま
し
た
。
私
が
愛
媛
の
会
長
の
折
に
行
っ
た
再
発

足
四
十
五
周
年
に
当
時
の
会
長
が
出
席
し
て
い
た

だ
い
た
ご
縁
が
あ
り
、
節
目
の
佳
き
日
に
再
び
同

志
と
再
会
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

会
場
に
到
着
し
て

ま
ず
驚
い
た
の
は
、

約
百
名
に
も
及
ぶ
参

加
者
の
多
さ
で
し

た
。

　

九
月
に
行
わ
れ
た

四
国
地
区
の
周
年
行

事
で
も
約
六
十
名
の

参
加
で
し
た
の
で
、

よ
り
多
く
の
方
々
が

一
堂
に
会
す
る
こ
の

祝
賀
会
の
盛
況
ぶ
り

に
、
組
織
と
し
て
の

結
束
と
発
展
を
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
県
内
の
神
社
も
ご
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。男
鹿
市
の
真
山
神
社
を
参
拝
し
た
際
に
は
、

境
内
に
隣
接
す
る
男
鹿
真
山
伝
承
館
や
な
ま
は
げ

館
を
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
県

護
國
神
社
に
も
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
の
御

代
替
わ
り
の
折
、
過
激
派
に
よ
る
放
火
に
よ
り
社

殿
が
全
焼
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
被
害
に
遭
わ
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
の
復
興
の
歩
み
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
再
び
同
じ
悲
劇
を
繰

り
返
さ
ぬ
よ
う
、
現
在
で
は
防
犯
設
備
を
整
え
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
護
国
の
誠
を
護
り
伝
え
て

お
ら
れ
る
こ
と
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ど

ち
ら
も
宮
司
様
自
ら
丁
寧
に
境
内
を
案
内
し
て
く

だ
さ
り
、学
び
の
多
い
時
間
を
過
ご
す
と
と
も
に
、

秋
田
の
方
々
の
温
か
い
お
人
柄
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
ご

縁
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
先

人
の
信
念
と
地

域
の
力
、
そ
し

て
神
職
と
し
て

の
責
務
を
改
め

て
胸
に
刻
む
機

会
と
な
り
ま
し

た
。

　

祝
賀
会
で
は
県
内
の
銘
酒
が
並
び
、「
西
馬
音

内
盆
踊
り
」の
披
露
も
あ
り
、
秋
田
の
伝
統
文
化

の
深
さ
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
次
会

会
場
で
は
地
元
の
名
物
料
理
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
な

ど
、
秋
田
な
ら
で
は
の
温
か
い
お
も
て
な
し
に
心

が
和
み
、
ナ
マ
ハ
ゲ
も
登
場
し
て
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

相
談
役

松
山
市　

三
津
嚴
島
神
社

禰　

宜　

柳
原　

永
祥



御霊のご平安をお祈り申し上げます。
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【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

監
事

松
山
市　

伊
佐
爾
波
神
社

禰　

宜　

野
口　

貴
令

　

去
る
令
和
七
年
十
月
二
十
一
日
、
戰
歿
學
徒
記

念　

若
人
の
広
場
公
園
に
於
い
て
第
三
十
一
回
全

国
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
か
ら
は
私
、野
口
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

例
年
全
国
戰
歿
學
徒
を
追
悼
す
る
會
が
主
催
し
、

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
の
会
員
奉
仕
に

よ
っ
て
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
会
の
主
軸
は
神
式
な
が
ら
、
途
中
で
仏
教

者
に
よ
る
念
仏
や
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
聖
歌

奉
唱
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
宗
派
を
越
え
た
慰
霊
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
自
席
に
て
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
約

二
十
万
人
余
り
の
學
徒
の
御
霊
に
追
悼
の
祈
り
を

捧
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

尚
、
本
年
は
大
東
亜
戦
争
終
戦
八
十
年
を
迎
え

る
為
、
追
悼
祭
後
に
兵
庫
県
主
催
の
追
悼
式
典
も

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
時
間
の
都
合
上
参
列
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
割
愛
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭

第
三
十
一
回



松山の地にて楽しく交流を深めました。
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例
年
、
四
国
地
区
持
ち
回
り
で
執
り
行
わ
れ
て

い
る
四
国
地
区
協
議
会
主
催
の
顧
問
会
・
懇
親
会

が
令
和
七
年
十
二
月
十
日（
水
）に
愛
媛
県
の
助
格

三
番
町
店
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
顧
問
会
に
は
顧

問
で
あ
る
伊
豫
豆
比
古
命
神
社 

宮
司 

長
曽
我
部 

昭
一
郎
先
輩
、八
幡
神
社 

禰
宜 

清
家 

貞
文
先
輩
、

白
鳥
神
社 

禰
宜 

猪
熊
兼
高
先
輩
、
吹
揚
神
社 
宮

司 

田
窪 

大
朗
先
輩
に
お
越
し
い
た
だ
き
叱
咤
激

励
の
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
六
年
度
及
び
七
年
度
の
活
動
報
告
を
各
事
業

担
当
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
満
を
持
し

て
猪
熊
先
輩
の
号
令

の
下
乾
杯
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

各
単
位
会
に
お
い
て

も
会
員
の
減
少
が
あ

る
中
、
か
な
り
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
締
め
の
挨
拶

は
田
窪
先
輩
に
よ
り

滞
り
な
く
懇
親
会
は

締
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
所
属
会
の
隔
た

り
が
最
初
か
ら
あ
っ

た
の
か
わ
か
ら
な
く

な
る
ほ
ど
、
意
気
投

合
し
て
い
て
か
な
り

団
結
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。
こ

こ
で
の
縁
を
大
切
に
し
て
い
き
、
今
後
の
励
み
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

伊
方
町　

九
町
八
幡
神
社

禰　

宜　

菊
池　

崇
史

四
国
地
区
協
議
会 

顧
問
会
・
懇
親
会
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私
の
趣
味
は
魚
釣
り
で
す
。
き
っ
か
け
は
友
人

に
誘
わ
れ
て
訪
れ
た
海
で
の
一
日
で
し
た
。
竿
や

仕
掛
け
に
詳
し
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
波

打
ち
際
に
座
っ
て
水
面
を
眺
め
て
い
る
時
間
が
、

こ
れ
ほ
ど
心
地
よ
い
も
の
だ
と
は
そ
の
時
ま
で
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
休
日
に
は
伊
方

町
や
宇
和
島
市
ま
で
車
を
走
ら
せ
、
竿
を
手
に
波

の
音
や
潮
の
香
り
に
耳
を
澄
ま
せ
る
の
が
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
。

　

釣
り
の
本
質
は「
待
つ
こ
と
」に
あ
る
と
思
い

ま
す
。魚
が
か
か
る
ま
で
の
長
い
沈
黙
の
あ
い
だ
、

風
の
そ
よ
ぎ
や
潮
の
流
れ
、
海
鳥
の
鳴
き
声
が
自

然
と
意
識
に
入
り
、
都
会
で
は
気
づ
か
な
い
細
や

か
な
音
や
匂
い
が
次
々
と
胸
に
迫
っ
て
き
ま
す
。

同
じ
場
所
で
も
潮
や
風
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
状
況

が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
不
確
実
さ
に
、
釣
り
の
難
し

さ
と
面
白
さ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
焦
っ
て
仕

掛
け
を
変
え
て
も
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
と
き

が
多
く
、
自
然
の
ペ
ー
ス
に
任
せ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
自
然
か
ら
教
わ
る
の
で
す
。

　

当
然
、
釣
れ
た
と
き
の
喜
び
は
格
別
で
す
が
、

釣
れ
な
い
日
に
も
独
特
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
帰

り
道
は
い
つ
も「
一
人
反
省
会
」と
称
し
て
車
中

で
一
日
の
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。
釣
れ
な

か
っ
た
理
由
を
思
い
巡
ら
せ
る
う
ち
に
、
水
平
線

に
沈
む
夕
陽
が
目
に
入
り
、
そ
の
光
景
が
意
外
に

も
心
に
深
く
残
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
夕
陽
は

勝
ち
負
け
の
感
情
を
静
か
に
溶
か
し
て
く
れ
て
、

翌
日
の
工
夫
や
学
び
へ
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

記
憶
と
結
び
つ
く
大
切
な
営
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
変
わ
ら
ず
海
に
足
を
運
び
、
潮
の
匂
い
や

波
の
音
を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
竿
を
垂
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

釣
り
に
必
要
な
技
術
や
道
具
は
時
と
と
も
に
進

化
し
ま
す
が
、
私
が
こ
の
趣
味
に
求
め
る
本
質
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
然
を
敬
い
、
待
つ
時
間
を
楽

し
み
、
自
分
の
内
面
に
余
白
を
つ
く
る
こ
と
。
忙

し
い
日
常
の
合
間
に
、
海
辺
で
ゆ
っ
た
り
と
竿
を

垂
れ
る
時
間
を
持
て
る
こ
と
を
、
私
は
深
く
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
季
節
ご
と

の
海
へ
出
か
け
、
波
の
呼
吸
に
身
を
任
せ
な
が
ら

釣
り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

釣
り
仲
間
と
の
時
間
も
ま
た
大
切
で
す
。
釣
果

を
喜
び
合
い
、
失
敗
を
笑
い
飛
ば
し
な
が
ら
共
有

す
る
こ
と
で
、
釣
り
は
よ
り
豊
か
な
経
験
に
な
り

ま
す
。
地
元
の
人
か
ら
教
わ
る
釣
り
場
の
話
や
、

季
節
ご
と
の
餌
の
選
び
方
と
い
っ
た
知
識
の
交
換

は
、
自
分
の
技
術
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
時

に
は
家
族
を
連
れ
て
行
き
、
小
さ
な
発
見
を
一
緒

に
喜
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
目
に
映
る

海
は
新
鮮
で
、
私
自
身
も
そ
の
視
線
に
よ
っ
て
改

め
て
海
の
魅
力
を
再
確
認
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
些
細
な
日
常
の
積
み
重
ね
が
、
私
の

生
活
に
静
か
な
彩
り
を
与
え
て
い
ま
す
。
魚
釣
り

は
単
な
る
趣
味
を
越
え
、
人
生
の
節
目
や
季
節
の

趣
味
人
第
十
八
回

〜
神
青
会
員
の
オ
フ
タ
イ
ム
〜

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

会
員

松
山
市
　
伊
豫
豆
比
古
命
神
社

権
禰
宜
　
木
挽 
弘
基 

さ
ん



是非参加をよろしくお願いいたします。
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▲
申し込みはコチラから

▲
サークルスクエア
愛媛県神道青年会
メンバー登録ページ

【
日　

程
】
令
和
八
年
三
月
十
六
日
（
月
・
仏
滅
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
（
展
示
館
前
に
十
分
前
集
合
）

【
会　

場
】
研
修
会
：
紫
電
改
展
示
館
・
西
海
観
光
船

　
　
　
　
　

親
睦
会
：
な
に
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
御
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
三
九
二
四
―
一

【
参
加
費
】
三
千
円

　
　
　
　
　
（
入
館
料
は
無
料
。
昼
食
費
・
乗
船
料
等
）

【
服　

装
】
普
段
着

　

今
回
の
研
修
会
は
会
員
に
限
ら
ず
、
同
世
代
の
職
員

や
ご
家
族
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

（
二
月
二
十
日
締
切
）

　

神
社
本
庁
の
「
月
刊
若
木
」、
愛
媛
県
神
社
庁
の
「
愛

媛
県
神
社
庁
報
」
を
始
め
と
す
る
各
種
案
内
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
、
さ
ら
に
迫
ら
れ
る
環
境
保
全
へ
の
対
応

を
鑑
み
、
青
年
会
で
は
各
種
案
内
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス

「
サ
ー
ク
ル
ス
ク
エ
ア
」
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
研
修
会
や
各
事
業
の
案
内
を
サ
ー
ク
ル
ス
ク
エ
ア

を
介
し
た
メ
ー
ル
等
に
順
次
切
替
を
行
い
た
く
存
じ
ま

す
の
で
、
サ
ー
ク
ル
ス
ク
エ
ア
へ
の
会
員
登
録
が
お
済

み
で
無
い
方
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
登
録
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

委
任
状
が
必
要
な
案
内
等
は
引
き
続
き
書
面
に
て

　

案
内
い
た
し
ま
す
。

愛
媛
県
神
道
青
年
会　

研
修
会
・
親
睦
会

紫
電
改
展
示
館
見
学
と

　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
愛
媛
の
自
然

研
修
名

御
案
内

【
日　

程
】
令
和
八
年
二
月
二
十
一
日
（
土
・
大
安
）

　
　
　
　
　

午
後
五
時
五
十
分
開
講

　
　
　
　

（
開
講
十
五
分
前
ま
で
に
入
室
必
須
）

【
会　

場
】
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
「Zoom
」
を

　
　
　
　
　

利
用
し
た
遠
隔
研
修

【
参
加
費
】
一
名　

千
円

　
　
　
　
　

※
各
単
位
会
事
務
局
と
り
ま
と
め

【
講　

師
】　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

裕
史 

先
生

　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
１
２
２
１  

代
表
取
締
役
、

　
　
　
　
　
　

東
京
藝
術
大
学　
　

  

特
任
准
教
授
、

　
　
　
　
　
　

榊
葉
神
社　
　
　
　

  

禰
宜

【
申
し
込
み
方
法
】

　

①　

神
社
本
庁
総
合
研
究
所
入
所
申
込
書
・
履
歴
書

を
郵
送
（
参
加
者
一
名
に
つ
き
一
枚
）

　

②　

参
加
申
込
書
（Excel

）
の
メ
ー
ル
送
信

　
　
　

研
修
一
週
間
前
ま
で
にZoom

 U
RL

と
資
料

を
送
信

【
締　

切
】
令
和
八
年
一
月
十
四
日
（
水
・
赤
口
）

（
厳
守
）

【
服
装
・
注
意
事
項
】

　

男
性
：
原
則
ス
ー
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
着
用  

　

女
性
：
そ
れ
に
準
ず
る
服
装  

　

途
中
退
席
・
作
業
し
な
が
ら
の
受
講
は
不
可  

　

レ
ポ
ー
ト
提
出
必
須

　
（
テ
ー
マ
：
主
題
、
字
数
：
原
稿
用
紙
一
枚
半
以
上
）  

　

修
了
証
は
後
日
送
付

　

（
不
要
の
場
合
は
申
込
書
に
記
載
）

　

詳
細
は
愛
媛
県
神
道
青
年
会
の
サ
ー
ク
ル
ス
ク
エ
ア

　

を
参
照

令
和
七
年
度
神
道
青
年
全
国
協
議
会

「
ウ
ェ
ブ
研
修
会
」
開
催
要
綱

空
間
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら

神
社
の
未
来
を
創
造
す
る

主 

題

（　
　
　

 

　
　
　
　
　

）

会
員
の
み
な
さ
ま
へ
お
願
い

（　
　
　

 

　
　

  　
　

 　
　

）


